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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年7月19日(2012.7.19)

【公開番号】特開2011-207901(P2011-207901A)
【公開日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2011-042
【出願番号】特願2011-121052(P2011-121052)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 229/48     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  59/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 229/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 229/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 229/58     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  51/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 229/48    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｂ  59/00    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 229/20    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 229/30    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 229/58    　　　　
   Ａ６１Ｋ  49/02    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月29日(2012.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の一般構造：
【化１】

を有するアミノ酸アナログであって、ここで、
　Ｒ１は、ＸまたはＸ－ＣＨ＝ＣＨ－であり、
　Ｒ２は、Ｈであり、
　ここで、
　ｘは、０または１であり；
　ｙは、１または２であり；
　ｚは、１、２、３または４であるが、ｙが２である場合にはｚはｙより大きく；
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　ｑは、１または０であり；
　ｎは、１または２であるが、ｍが０である場合には０であり；
　ｍは、０または１であり；
　ｊは、０または１であるが、ｎが２である場合には０であり；
　Ｘは、１８Ｆ、１２３Ｉ、１２５Ｉ、１３１Ｉ、７５Ｂｒ、７６Ｂｒ、７７Ｂｒまたは
８２Ｂｒである、
アミノ酸アナログ。
【請求項２】
請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　ｘが０であり；
　ｙが１であり；
　ｚが２であり；
　ｑが１であり；
　ｍが０であり；そして
　ｊが０である、
化合物。
【請求項３】
Ｘが１８Ｆまたは１２３Ｉである、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
Ｘが１８Ｆである、請求項２に記載の化合物。
【請求項５】
請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　ｘが、０または１であり；
　ｙが２であり；
　ｚが４であり；
　ｑが１であり；
　ｍおよびｊがそれぞれ０であり；そして
　Ｘが１８Ｆまたは１２３Ｉである、
化合物。
【請求項６】
ｘが１であり、かつＸが１８Ｆである、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
ｘが０であり、かつＸが１２３Ｉである、請求項５に記載の化合物。
【請求項８】
請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　ｘが０であり；
　ｙが１であり；
　ｚが２であり；
　ｑが０であり；
　ｍが１であり；
　ｎが１であり；
　ｊが０であり；そして
　Ｘが１８Ｆまたは１２３Ｉである、
化合物。
【請求項９】
以下の一般構造：
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【化２】

を有する請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　Ｘが１８Ｆまたは１２３Ｉである、
化合物。
【請求項１０】
Ｘが１２３Ｉである、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　ｘが０であり；
　ｙが１であり；
　ｚが２であり；
　ｑが１であり；
　ｍが１であり；
　ｎが１であり；
　ｊが１であり；そして
　Ｘが１８Ｆまたは１２３Ｉである、
化合物。
【請求項１２】
Ｘが１２３Ｉである、請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　ｘが０であり；
　ｙが１であり；
　ｚが２であり；
　ｑが０であり；
　ｍが０であり；
　ｊが１であり；そして
　Ｘが１８Ｆまたは１２３Ｉである、
化合物。
【請求項１４】
Ｘが１２３Ｉである、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
以下の一般構造：
【化３】

を有する請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　Ｒ１が、Ｘ－ＣＨ＝ＣＨ－であり；
　Ｒ２が、Ｈであり；
　ｙが１であり；そして
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　ｚが２である、
化合物。
【請求項１６】
Ｘが１２３Ｉである、請求項１５に記載の化合物。
【請求項１７】
請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　ｘが、０または１であり；
　ｙが２であり；
　ｚが４であり；
　ｑが１であり；
　ｍが１であり；
　ｎが１であり；
　ｊが１であり；そして
　Ｘが１８Ｆまたは１２３Ｉである、
化合物。
【請求項１８】
Ｘが１８Ｆである、請求項１７に記載の化合物。
【請求項１９】
Ｘが１２３Ｉである、請求項１７に記載の化合物。
【請求項２０】
請求項１に記載の化合物であって、ここで：
　ｘが、０または１であり；
　ｙが２であり；
　ｚが４であり；
　ｑが０であり；
　ｍが０であり；
　ｊが１であり；そして
　Ｘが１８Ｆまたは１２３Ｉである、
化合物。
【請求項２１】
Ｘが１８Ｆである、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２２】
Ｘが１２３Ｉである、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２３】
ポジトロンエミッション断層撮影またはシングルフォトンエミッション断層撮影により、
インサイチュで腫瘍を画像化するための組成物であって、画像生成量の請求項１に記載の
化合物含み、該化合物の分布は、ポジトロンエミッション断層撮影またはシングルフォト
ンエミッション断層撮影により測定されることが意図されるものである、組成物。
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